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	廃止措置準備作業で実施する放射能インベントリ評価において BWR の格納容器（PCV）内の中性子エネル

ギースペクトルを反映した放射化断面積を用いたベンチマーク計算を実施し、スペクトル依存の断面積の

有効性を確認した。	
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1. 緒言  

廃止措置準備作業（廃止措置計画認可申請の準備作業）における放射能インベントリ評価のうち、放射

化放射能評価は、主に計算コードを用いて評価する。放射化計算で用いられる SCALE5.1/ORIGEN コード
に対して、BWRの PCV内の中性子エネルギースペクトルを反映した放射化断面積ライブラリ MAXSが整
備されたの [1]。これを用いて、小型 BWRを対象としてベンチマーク計算を実施した。また、これに併せ、
任意のエネルギー群構造から計算の都度、放射化断面積を作成して計算を行う機能を有する

SCALE6.1/COUPLE/ORIGEN-S を用いた計算も実施し、両者の比較も行った。 
2. BWRのベンチマーク計算  
2-1. MAXSライブラリ  
	 MAXSライブラリでは、図１に示
す７種類のスペクトルによる７通

りの放射化断面積が用意されてい

る[2]。ユーザが BWRの放射化計算
を実施する際には、計算対象箇所の

スペクトルに最も適合したライブ

ラリを選択する。 
2-2. ベンチマーク計算  

	 小型 BWRの PCV内 30点で放射
化箔（金箔及びニッケル箔）を用い

て測定された放射化放射能[3]をベ
ンチマーク問題として設定した。 
3. 結論  
本ベンチマーク計算を通して、計

算対象のスペクトルを反映した放

射化断面積を用いることの有効性

が確認できた。 
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図１	 MAXライブラリで用いられた中性子エネルギースペクトル[2] 
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